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経営行動研究学会 

第 32 回全国大会プログラム 

 
統一論題：グローバリゼーションとリスク（1）※１ 

― ステークホルダー資本主義と経営行動 ―  

 

開催日程： ２０２２年 9 月 15 日（木）および 16 日（金） 

開催大学：北海学園大学 [Zoom ミーティングによるオンライン開催］※２ 

大会委員長：大平 義隆（北海学園大学） 

オンライン運営本部：長谷川惠一（早稲田大学）, 平井 直樹（立教大学） 

         
 [大会日程等運営概要]   

第 1 日：9 月１５日 (木)  

09:30～09:45 開会式、統一論題趣旨説明 

統一論題報告 （報告各 30 分・質疑応答４０分） 

サブテーマ１ 

09:50～10:20 

10:25～10:55 

11:00～11:40 

 

 （1-1） 

 （1-2） 

質疑応答 

 

10:00～16:30 

 

オンライン 

会員控室 

（対面での開催時と

同様、会員各位の間

の情報交換や雑談

等にご利用くださ

い） 

11:40～12:30 昼 食、 理 事 会 

サブテーマ２ 

12:40～13:10 

13:15～13:45 

13:50～14:30 

 

 （2-1） 

 （2-2） 

質疑応答 

サブテーマ３ 

14:35～15:05 

15:10～15:40 

15:45～16:25 

 

 （3-1） 

 （3-2） 

質疑応答 

16:30～17:10 会 員 総 会 

17:10～18:00 オンライン談話室（研究報告についての懇談用） 

 

※１ 第 32 回から第 34 回まで、３大会の統一論題 

    統一テーマ「グローバリゼーションとリスク」 

     第 32 回「グローバリゼーションとリスク（１）：ステークホルダー資本主義と経営行動」 

     第 33 回「グローバリゼーションとリスク（２）：リスクマネジメントと経営行動」（予定） 

     第 34 回「グローバリゼーションとリスク（３）：パーパス経営と経営行動」（予定） 

  第 32 回の結果と、社会・経済・企業の動向により、第 33 回以降は変更されることがあります。 

※２ Zoom ミーティングに関する情報は、参加申込者のみにお知らせいたします。 
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第２日：9 月１6 日 (金)  

自由論題報告 （各報告 30 分・質疑応答 15 分）  

オンライン会場 Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 

09:00～09:45 （A-1） （B-1） （C-1） 

09:50～10:35 （A-2） （B-2） （C-2） 
 

10:00 

～17:00 

 

オンライン 

会員控室 

（対面での開催

時と同様、会員

各位の間の情報

交換や雑談等に

ご 利 用 く だ さ

い） 

オンライン会場 Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 

10:40～11:25 （A-3） （B-3） （C-3） 

11:30～12:15 － （B-4） （C-4） 

12:20～12:50 昼 食、シンポジウム打合せ 

特別講演 

13:00～13:40 

（講演 40 分） 

統一論題シンポジウム 

 

シンポジウム１ 

13:45～15:15 

（90 分） 

質疑（討論者から）・討論 

シンポジウム２ 

15:25～16:55 

（90 分） 

質疑（フロア・パネリスト）・討論・総括 

16:55～17:00 閉会式 

17:10～18:00 オンライン談話室（研究報告についての懇談用） 

 

【参加要領・申込方法】 
1. 大会開催大学からの「第 32 回全国大会へのお誘い」に記載の「参加申込みフォーム」にアクセスし、該

当事項を記入の上、８月 31 日（水）までに送信ください。 

なお、会員総会に参加できない場合は、「参加申込みフォーム」委任状欄にご記入のうえ送信くださいま

すようお願い申し上げます。 

2. オンライン以外で本プログラムを入手された方も、「参加申込フォーム」での参加申込・委任状送信をお

願いいたします。 

3. 会場：オンライン開催（Zoom ミーティングを使用します）。 

※ 現在、オンライン開催会場（Zoom ミーティング）のアドレスの設定作業中であるため明記いたして

おりませんので、ご了承ください。郵送等、文書での通知は行いません。 

4. Zoom ミーティング情報は、報告者、司会、コメンテーターをお引き受け頂きました各位、参加者申込者

に、直接メールでお知らせいたします。 

5. 報告要旨集を電子版(PDF)のみとし、ペーパーレス化を図ります。詳細はメールにてご案内します。 

6. まだメールアドレスをメーリングリストにご登録いただいていない会員各位には，ご登録いただきますよ

うお願いいたします。また、ご登録されているメールアドレスを変更される場合には，下記の学会新事務

局にご連絡下さい。新事務局は、他の学会事務局の業務も担当しておりますので、ご連絡されるときには、

必ず「経営行動研究学会の会員」であることをお伝えください。 

経営行動研究学会新事務局 

〒162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町 518 司ビル 3F 

国際ビジネス研究センター気付 

TEL：03-5273-0473 FAX：03-3203-5964（他の学会と併用） 

メールアドレス  jam1991org@ibi-japan.co.jp（当学会専用） 

【参加費等について】 
新型コロナウイルス感染拡大防止対策により対面ではなく、オンライン開催のため、会員の参加費は

無料といたします。 
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［大会日程等詳細］ 
第１日目 ２０２２年９月１５日（木） 

 

【開会式・統一論題趣旨説明】 9：30～９：45 

 

【統一論題報告】 
 「グローバリゼーションとリスク（1） 

― ステークホルダー資本主義と経営行動 ―」 
 

《 サブテーマ１ 》 （報告３０分・質疑応答 40 分） 

「株主資本主義からステークホルダー資本主義へ」 
司 会 者：高橋 公夫（関東学院大学名誉教授） 

（１-１）9：50 ～10：2０ 

「ステークホルダー資本主義は、グローバル資本主義の問題に応えられるか？ 

～会社支配論とコーポレートガバナンス論の視点から～」 

 報 告 者：三戸 浩（横浜国立大学名誉教授・長崎県立大学名誉教授） 

（１-2）10：25～10：55 

「株主資本主義モデルの功罪 ―市場と組織とステークホルダー ― 」 

 報 告 者：亀川 雅人（文京学院大学副学長・立教大学名誉教授） 

（１-１および１-2 質疑応答）１1：00～１1：4０  

 

【昼食、理事会】 １1：40～１2：30 

 
《 サブテーマ２ 》 （報告３０分・質疑応答 40 分） 

「ステークホルダー資本主義とはなにか？」 
司 会 者：櫻井 克彦（経営行動研究学会顧問・名古屋大学名誉教授） 

（２-１）12：40～13：10 

「ステークホルダー資本主義における会計の役割と問題点」 

 報 告 者：齋藤 淳（ＬＥＣ会計大学院） 

（２-2）13：15～13：45 

「CSR の変化とステークホルダー資本主義」 

 報 告 者：津久井稲緒（長崎県立大学） 

（2-１および１-2 質疑応答）1３：50～14：30  

《 サブテーマ３ 》 （報告３０分・質疑応答 40 分） 

「ステークホルダー資本主義と『日本型資本主義』『日本的経営倫理』」 
司 会 者：安田 聡子（九州大学） 

（3-１）14：35～1５：05 

「経営哲学からのステークホルダー資本主義の評価」 

 報 告 者：出見世信之（明治大学） 

（3-2）15：10～15：40 

「ステークホルダー資本主義と日本的経営 

～日本型株式会社制度と日本型ガバナンスの視点から」 

 報 告 者：池内 秀己（九州産業大学名誉教授） 

（3-１および３-2 質疑応答）15：45～16：25 
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【会員総会】 16：30～17：10 

 

【オンライン会員控室】 １０：００～１６：３０ ※３ 

【オンライン談話室】  １７：１０～１８：００ ※４ 

 
第２日目 ２０２２年９月１６日（金） 

 

【自由論題報告】（報告３０分 コメント･質疑１５分） 
オンライン会場 Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 会員控室 

＜自由論題（１）  ９：００～ ９：４５＞ 

 

司  会  ・ 

コメンテーター 
辻村 宏和 

（中部大学） 

董 光哲 

（桜美林大学） 

浦野恭平 

（北九州市立大学） 

テ ー マ 

「インフルエンサー

マーケティングにお

ける課題に関する研

究」 

「社外取締役の善管注

意義務に関する考

察」 

「台湾企業における心

理的エンパワーメント

が創造性発揮に与える

効果―従業員のプロア

クティブ」 

報 告 者 
藤崎 実 

（東京工科大学） 

康 佳慧 

（KDDI総合研究所） 
北野 康 

（大東文化大学客員） 

＜自由論題（２）  ９：５０～１０：３５＞ 

テ ー マ 

「組織境界に関する

生態学的アプローチ

―プロジェクトベー

スの組織把握を中心

として―」 

「内部統制システム

における安全配慮体

制の構築」 

「製造業 IoT におけるイ

ノベーションの過程に

関する一考察」 

１０：００ 

～１７：００ 

 

オンライン 

会員控室 

 

（対面での開

催時と同様、

会員各位の間

の情報交換や

雑談等にご利

用ください） 

報 告 者 
土屋 翔 

 （宇都宮大学） 

森江由美子 

（九州共立大学） 

田中克昌 

（文教大学） 

＜自由論題（３） １０：４０～１１：２５＞ 
司  会  ・ 

コメンテーター 
野村千佳子 

（山梨学院大学） 

井上善博 

（神戸学院大学） 

高橋正泰 

（明治大学） 

テ ー マ 

「テレワークの効果

と課題」 
「『調査報告書から

見える最近の上場企

業不祥事の実態』―

不祥事の予防策と不

正のトライアング

ル」 

「変革型リーダーシッ

プ論プロ経営者―魚谷

雅彦を事例として」 

報 告 者 
中山健・丹野勲 

（共立女子大学） 

笹本憲一 

（公認会計士） 

佐藤政行 

（経済経営都市研究所） 

＜自由論題（４） １１：３０～１２：１５＞ 

テ ー マ 

 

     － 

「CSV(Creating 

Shared Value)と社会

的企業に関する研究

―イギリスの事例を

含めて」 

「極東地域のキャッチア

ップ企業の分析」 

報 告 者 
     － 百武仁志 

（筑波学院大学） 

高垣行男 

（駿河台大学名誉教授） 
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【昼食、シンポジウム打合せ】 12：20～12：50 

 

【特別講演】 13：00～13：40 
 

「ステークホルダー資本主義と経営行動」 
         講 演 者：菊池 敏夫（経営行動研究学会名誉会長・日本大学名誉教授） 

司 会 者：齋藤 貞之（北九州市立大学名誉教授） 

 
【統一論題シンポジウム】 
 「グローバリゼーションとリスク（1） 

― ステークホルダー資本主義と経営行動 ―」 
 

《 シンポジウム１ 》 （9０分） 

13：45～15：15   質疑（討論者から）・討論 
司 会 者：勝部 伸夫（専修大学） 

討 論 者：厚東 偉介（早稲田大学名誉教授） 

パネリスト：三戸   浩（横浜国立大学名誉教授・長崎県立大学名誉教授） 

亀川 雅人（文京学院大学副学長・立教大学名誉教授） 

齋藤   淳（ＬＥＣ会計大学院） 

津久井稲緒（長崎県立大学） 

出見世信之（明治大学） 

池内 秀己（九州産業大学名誉教授） 

 

《 シンポジウム２ 》 （9０分） 

15：25～16：55 質疑（フロア、パネリスト）・討論・総括 
司会者・パネリスト（含む討論者）：同上 

 

【閉会式】 16：55～17：00 

 

【オンライン会員控室】 １０：００～１７：00 ※３ 

【オンライン談話室】  １７：１０～１８：00 ※４ 

 

※３「オンライン会員控室」 対面での開催時と同様、情報交換や雑談等にご利用ください。 

※４「オンライン談話室」  研究報告についての懇談等にご利用ください。 

 

 

 

 

経営行動研究学会第 32 回全国大会実行委員会 
大  会  委  員  長 : 大平 義隆（北海学園大学） 

オンライン運営委員 : 長谷川惠一（早 稲 田大 学） 

           平井  直樹（ 立 教 大 学 ） 

〒064-0953 

   札幌市中央区宮の森三条７丁目２―２５―４０３ 

北海学園大学大平義隆研究室 

℡.090-8372-2149 

メールアドレス：ohira@ba.hokkai-s-u.ac.jp 

 


